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Py-GC法によるイソプレン-ブタジエン-スチレンブレンドゴムの組成分析 

PYA1-047 

[ 背景 ] 品質管理などにおいて、多元組成をもつブレンドゴムの組成分析は重要な意味を持つ。 これに対し、Py-GC法は、各種
ブレンドポリマーの迅速かつ簡便な組成分析手法として有効である。 ここでは、その典型的な一例として、ポリブタジエン（PB）－
ポリイソプレン（PI）－ポリスチレン（PS）の三元で構成されるブレンドゴム中の、各構成単位の組成分析例を示す。 

[ 方法 ] Py-GCシステムは、GCのスプリット／スプリットレス注入口に直結した、ダブルショット・パイロライザー® を金属キャピラリ
ーカラムを介して、FIDに接続して用いた。 検量線の作成には、表1中に組成比を示した標準試料（A～C）を用い、得られた検量
線から未知試料Dの組成比を求め、その後仕込み組成比と比較した。 

[ 結果 ] PB-PI-PS三元ブレンドゴムの550ºCでのパイログラム例を図1に示す。 主熱分解生成物として、ブタジエン（BD）、イソプ
レン（IP）およびスチレン（ST）などの、各構成単位のモノマーが観測され、 各モノマーの相対ピーク面積値と、各標準試料の仕込
み組成比から、直線性の良い検量線が得られた。 その一例として、PB組成に対する検量線を図2に示した。 PIおよびPS組成に
ついても同様な検量線を得ることができた。 一例として表2に、未知試料Dについてこれらの検量線を用いて求めた組成比を仕込
み組成と対比して示したように、本法によりブレンド組成を簡便かつ正確に決めることが可能である。 

         図1 標準試料のパイログラム例 

熱分解温度： 550ºC, 検出器： FID, 試料：標準試料 A 

分離カラム： Ultra ALLOY+-5（5%ジフェニル95%ジメチルポリシロキサン） 
                  長さ 60m, 内径 0.25mm, 膜厚 1.0µm 

GCオーブン温度: 50ºC (7min hold) – 280ºC (10ºC/min), キャリヤーガス： He 

注入口圧力: 175kPa, スプリット比： 1/60, 試料量： 約200µg 
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図2 PB組成の検量線 

  表2. 未知試料Dの定量値と仕込み組成比 

        PB      PI   PS 

測定組成比（wt. %）  37.1 24.9 38.0 

仕込み組成比（wt. %） 37.2 25.0 37.8 

   表1. 標準試料の仕込み組成比と各モノマーのピーク面積比 

  仕込み組成比（wt. %）    相対ピーク面積値（%）   

  試料名 PB      PI   PS   BD   IP    ST   Total 

     A  9.9   80.0 10.1  4.5  63.0 32.5   100 

    B  29.8 40.0 30.2  9.5  28.1 62.4   100 

    C  44.6 10.0 45.4  13.2 7.8  79.1   100 
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